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地方競馬の収益金は畜産の振興に役立っています

　平成29年2月16日〜19日，取手競輪場で開催さ
れた茨城県主催「第32回読売新聞社杯全日本選抜
競輪（ＧⅠ）」で見事優勝を果たした平原康多選手

（埼玉）に，藤島正孝県議会議長から，茨城県が誇
る銘柄牛「常陸牛」が副賞として贈呈されました。
　「全日本選抜競輪（優勝賞金3千万円，賞金総額
2億円）」は，全国の競輪場で年６回開催されるＧ
Ⅰレースの中の一つで，取手競輪場では開設以来

ＧⅠレースが開催されたことはなく，地元ファン
待望の大会開催となりました。
　また，本大会期間中，通常の3倍以上の約2万
人が来場し，会場内で行われたファン向けのイベ
ントや，インターネット投票者向けのプレゼント
キャンペーン賞品として常陸牛が提供され，県内
外から訪れた多くの来場者や全国のファンに常陸
牛をＰＲすることが出来ました。

茨城県農林水産部畜産課

取手競輪場でＧⅠ（全日本選抜競輪）初開催！
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県西農林事務所 振興・環境室農業振興課

　県西地域における
　鳥獣被害対策の取組について

　○はじめに

　○県西地域における取組

　本県における野生鳥獣による農作物被害金額

は，ここ数年は５億円前後で推移しています。

　県では，平成24年度から４年間「茨城猪塾」

を開講し，獣害対策サポーターを育成するなど，

地域ぐるみの被害防止対策の推進を図ってきま

したが，被害の減少には至らず，十分な効果が

得られていないのが実情です。

　このため，農林事務所ごとに鳥獣被害対策モ

デル地区を設置し，獣害対策サポーターの支援

を受け，地域勉強会や集落点検等を行うなど，

地域ぐるみで行う被害防止活動を実施すること

になりました。

　野生鳥獣の中でもイノシシについては，近年，

生息域および被害地域が中山間地域から平坦地

域へと拡大しており，予断を許さない状況です。

　イノシシは，県西地域では筑西市および桜川

市で生息が確認されています。

　特に桜川市では，平成27年度の農作物被害

金額は1,747万円となっており，市内全域でイ

ノシシによる被害が増大している状況にありま

す。 

　そこで，当課では，桜川市内に鳥獣被害対策

モデル地区を設置し，センサーカメラ２台によ

る痕跡調査，集落点検を実施しました。

　センサーカメラによる痕跡調査の結果，農作

物（調査地区では水稲，大豆，そば等を作付）

の収穫時期や，深夜から早朝にかけての人が活

動しない時間帯にイノシシの出没が増えること

が確認されました。

　また，集落点検の結果，侵入防止柵の設置は

有効であるが，下からの潜り込みを防ぐ対策が

必要であること，柵の設置によって変化するイ

ノシシの行動範囲に合わせた捕獲対策が必要に

なることがわかりました。

　これらのことを踏まえ，平成29年２月７日

（火），桜川市役所岩瀬庁舎にて，県西地域鳥獣

被害対策検討会を開催し，鳥獣被害対策モデル

地区を中心とした被害の状況およびこれまでの

活動等の結果を説明するとともに，イノシシに

よる農作物被害の防止対策として，囲いわな設

置の実習を行いました。

　当日は，地域住民を中心に約70名の参加が

ありました。

　実習後の意見交換では，イノシシによる被害

に困っている状況や，イノシシの頭数を減らす

抜本的な捕獲対策を求める声が複数の参加者か

らあがり，イノシシの被害防止対策は待ったな

しの状況であることがわかりました。
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　○おわりに

　県西地域では，イノシシのほか，アライグマ，

ハクビシン等の獣，カラス類，ムクドリ，ヒヨ

ドリ等の鳥によって，水稲，果樹，畑作物が被

害を受けています。

　鳥獣被害は営農意欲の減退や耕作放棄・離農

の増加，さらには森林の下層植生の消失等によ

る土壌流出，希少植物の食害，車両との衝突事

故等の被害ももたらし，被害金額として数字に

表れる以上に農山漁村に深刻な影響を及ぼします。

　畜産においても，配合飼料の盗食，飼料作物

の食害，畜舎侵入による衛生面での問題など，

野生鳥獣による被害は無視できない状況にあり

ます。

　今後も，イノシシを含めた野生鳥獣による農

作物被害防止対策に取り組んで参りますので，

皆様方のご理解とご協力をお願いします。

図１　センサーカメラで撮影したイノシシ 図２　各月におけるイノシシ撮影枚数
　　　（H28 年 7 月〜 H29 年 1 月）

図３　各時間帯におけるイノシシ撮影枚数 図４　集落点検の様子

図５　囲いわな設置実習の様子 図６　完成した囲いわな
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はじめに
　今年１月にアメリカはTPPからの離脱を正
式に表明し，日本の養豚経営が危惧していた
TPPの早期発効は回避されました。しかし，
一方では依然として飼料価格の高止まりや伝染
性疾病の予防など様々な問題により国内の養豚
経営はさらに厳しさを増すと予想されます。今
後，日本の養豚業が発展していくためには，よ
り良い経営を追求するとともに高品質な豚肉を
生産することが求められています。
　高品質な豚肉の生産には①豚の能力・資質，
②給与飼料，③飼育環境（飼育技術）が重要と
なります。近年，遺伝子解析により，飼料に含
まれる成分によって，豚の体内ではたらく遺伝子
の発現が影響を受けることがわかってきました。
　当研究所では茨城大学と共同で，特別に加工
を施した魚粉（以下アシドロ発酵魚粉※）の高
品質豚肉生産に及ぼす効果について研究してい
ます。効果の判定には，従来の発育成績や肉質
検査での評価とともに，体内ではたらくいくつ
かの遺伝子を分析
しています。
※アシドロ発酵魚粉
魚のアラをアシドロ菌®

と呼ばれる好熱性好酸性

菌で発酵させてつくった

魚粉

試験内容
　試験には当研究所の系統豚「ローズL−３」（ラ
ンドレース種）を用いました。試験区にはアシ
ドロ発酵魚粉６%添加飼料を給与し，慣行区に
は通常の飼料を給与しました。給与期間は肥育
後期（体重70㎏程度から出荷まで）の約２ヶ月
間です。肥育終了後，所内でと殺・解体し，ロ
ース部位や肝臓から検査材料を採取して遺伝子
解析を行いました。また，枝肉の格付けを調べ
ました。

成績
　試験の結果，ロース肉では脂肪酸や筋タンパ
ク質の分解に関係するいくつかの遺伝子の発現
減少が観察され，筋肉内で脂質の代謝や筋肉
の縮小が抑えられている可能性が考えられまし
た。また，肝臓では脂肪酸の取り込みや分解に
関わる一部の遺伝子の発現変動が観察され，こ
ちらも脂質の代謝に影響を与えている可能性が
考えられました。さらにロース肉や背脂肪では
ω-3脂肪酸の量も増加していることが分かりま
した。
　増体量や枝肉の格付けには影響が見られなか
ったことから，アシドロ発酵魚粉を通常の飼料
に少量添加しても，豚肉の生産性などには問題
がないことがわかりました。

これからの研究
　本年度の試験では，アシドロ発酵魚粉を与え
た豚では，いくつかの遺伝子の発現に変化があ
らわれる一方で，枝肉としての品質には問題が
ないことが示されました。また，人間にとって
必須脂肪酸であるDHAやEPAといったω-3脂
肪酸が増加することが示されました。今後はア
シドロ発酵魚粉の給与量を増やすなどして，遺
伝子の発現と豚の発育や枝肉形質に現れる変化
との関係を明らかにし，高品質な豚肉の生産に
つなげていきたいと考えております。

茨城県畜産センター養豚研究所　飼養技術研究室

アシドロ発酵魚粉

アシドロ発酵魚粉給与による飼育試験
（H28 〜 H32）

肥育中のローズ L-3
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　肥育素牛の高騰が続いています。常陸牛の素牛
として九州地方から多くの素牛がきていますが，

今回は宮崎県都城地域家畜市場の子牛市場を視察
する機会を得たので，その概要を報告します。

　宮崎県内の主な家畜市場は以下のとおりで
す。茨城県内と比べていかに大きいかがわかり
ます。他にも小さな市場は開催されています。

年開催数 一回セリ頭数
中 央 家 畜 市 場 10 800頭
都 城 家 畜 市 場 12 1,300頭
小 林 家 畜 市 場 12 1,300頭
児 湯 家 畜 市 場 ７ 900頭
高千穂家畜市場 ６ 600頭
南那珂家畜市場 ６ 600頭
延 岡 家 畜 市 場 ６ 600頭

　今回視察した都城家畜市場では月３日連続で
開催され１日400頭前後，約1,300頭がセリに
かけられます。最盛期には月５日開催されてい
た時期もあったということです。セリは昼休
みが無く行われ，始まると最後まで続きます。

（写真①　②）
　11月の価格は平均80万円を越え依然として
高値を維持していました。10月には最高380万
円で落札された子牛がいました。

　2010年に発生した口蹄疫を受け，衛生対策
には力を入れていました。外部入場者には必ず
シューズカバーの装着とエアーシャワーの噴霧

を義務付け，衛生意識の高さが伺えました。
　（写真③）

　宮崎県では子牛に粗飼料を多給し，肋張がよ
くフレームのしっかりした商品性の高い子牛づ
くりを目的として「粗飼料多給運動」に取り組
んでいます。しかし，実際のセリでは購買者が
肉付の良い子牛に高値を付ける傾向があり，浸
透していないようです。購買牛一覧に粗飼料多

給運動に取り組んだ子牛を「マニュアル牛」と
掲載していますが，その牛が高く取引されると
は言えないとのことでした。
※マニュアル牛

粗飼料と濃厚飼料を計量し，飼養管理基準表
に添って飼養管理した子牛

宮崎県の子牛生産
茨城県農業総合センター 専門技術指導員　本谷　　直

○はじめに

〇宮崎の子牛市場の取引状況について

○衛生対策について

〇粗飼料多給型運動について

写真①　待機場に並ぶ子牛 写真③　外来者用エアーシャワー写真②　セリ風景
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　常陸牛振興協会主催の第44回茨城県常陸牛

枝肉共励会を東京食肉市場において開催しまし

た。（２/27〜３/１の３日間）前年同様80頭規

模（雌９頭・去勢71頭）で行い，確かな品ぞろ

えで市場関係者に存在感と安定した供給力をア

ピールしました。

　２月27日（月）に県内各地から中央家畜市場

に集結した80頭を順次計量し，若い順番から

10頭毎８列に並べました。今回の平均体重は雌

768㎏，去勢857㎏，全体で847㎏となり過去最

重量となりました。

　来場された出品者や関係者一同，異口同音に

「大きくどれも見事で全国どこに出しても恥ず

かしくない」と手ごたえを感じました。

今回も生体審査を行い，名誉賞と最優秀賞の２

頭を真剣な眼差しで見比べ投票をしていただき

ました。28日（火）には前夜祭会場の品川大飯

店に仲卸商，東京食肉市場，生産者，県，生産

者団体50名が集結し，川津会長から御礼と明

日の枝肉共励会の購買をお願いしました。斉藤

畜連会長の乾杯で，懇親会に入り，間もなくし

て元横綱でプロレスラーの曙太郎氏が激励に訪

れ，会場は大いに盛り上がり，握手と記念写真

を求められ気さくに応じていただきました。

　明日のセリ場は若手が音頭をとり，はじめて

のワッショイと手拍子をやり買参人への感謝と

価格アップを期待し，リハーサルをやろうと云

うことになり，大動物事業部長の鈴木氏が模擬

のセリを行う中，全員でワッショイと声を出し，

本番を前に大いに盛り上がりました。

　３月１日（水）共励会本番では，早朝から審

査依頼した鈴木　肇委員長ほか４名による審査

が開始され，入賞牛12点を選んでいただきま

した。

　12頭全頭がBMS12にランクされ，非常に見

応えのある枝肉の中から，名誉賞には㈱茨畜連

パイロットファーム鉾田牧場の68番去勢牛「隆

之介」に決定しました。枝肉重量548㎏，ロー

ス芯面積99㎠，BMS12と常陸牛の特徴を備え

た見事な牛でした。セリでは競合いの末，㈱コ

シヅカが堂々の3,614円でご購買下さいました。

最優秀賞には古河市の長島勝男氏の「百合久」

が選ばれ，マルイミート㈱が，3,308

円でご購買下さいました。

　牛肉の値上げで需要が厳しい中を，

仲卸商全員で買い支えていただき，

入賞牛 12 頭の販売単価は kg 3 , 085

円，平均売上1,808 ,427円と過去最高

の成績。80頭の平均も枝肉重量565

㎏，㎏単価2,620円，枝肉売上148万

円となり前年を上回りました。そし

て特筆すべきは80頭の常陸牛刻印率

が100％となり，最高の成績でした。

栄えある名誉賞に㈱茨畜連パイロットファーム鉾田牧場に栄冠 !!

第44回常陸牛枝肉共励会開催

茨城県常陸牛振興協会　事務局長　谷口　　勇

名誉賞受賞の㈱茨畜連パイロットファーム鉾田牧場
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市場関係者も称賛の声を上げ，存在感を大いに

感じた一日だったかと思います。

　セリ場では前日リハーサルした，ワッショイと

手拍子を初披露し，セリ価格を押し上げる効果と

なり，かつてないにぎわいと盛り上がりました。

　褒賞式では川津会長より，子牛価格の高騰が

続き経営が厳しい中を，今回はかつてない高成

績となり出品者をはじめ生産団体，関係者に対

し日頃の努力の賜物と褒め称えました。

受賞者は以下のとおりです。（敬称略）

	 出品番号68　㈱茨畜連パイロットファーム鉾田牧場
	 枝肉重量548㎏＠3 , 614	 購買者　㈱コシヅカ

	 出品番号80　長島　勝男
	 枝肉重量626㎏＠3 , 308	 購買者　マルイミート㈱

	 出品番号17　㈲瑞穂農場
	 枝肉重量574㎏＠3 , 072	 購買者　㈱日本精肉店

	 出品番号21　宮本　守正
	 枝肉重量580㎏＠3 , 107	 購買者　㈱コーシン
		  　〃　　（橋本畜産㈱）

	 出品番号52　㈲中島牧場
	 枝肉重量529㎏＠3 , 090	 購買者　小川畜産興業㈱

	 ①　出品番号14　豊田　　守
	 ②　出品番号30　安達　政弘
	 ③　出品番号53　安島　文雄
	 ④　出品番号54　古沢　茂和
	 ⑤　出品番号57　㈲加藤牧場
	 ⑥　出品番号58　酒井　克己
	 ⑦　出品番号67　石崎　　均

㈱茨畜連パイロットファーム鉾田牧場 ㈱茨畜連パイロットファーム鉾田牧場

名 誉 賞

最 優 秀 賞

優秀賞１席

優秀賞２席

優秀賞３席

優 良 賞

名誉賞枝肉（ロー
ス）

名誉賞枝肉（バ
ラ）
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　国際酪農連盟（ＩＤＦ）加盟53力国が毎年持

ち回りで開催される「ＩＤＦワールドデイリー

サミット」が横浜で開催されたのが平成25年10

月。その時，生処販の共存共栄として示された

言葉が「日本のデイリー：酪農乳業界」の文言

であり，強く記憶に残った言葉でありました。

早いものであれから３年が過ぎ，近年特に，今

年におけるリーダーたる方々の挨拶は「乳業界

発展の歩みを加速させる上で価格競争から「価

値競争」への転換が必要である」そして，酪農

乳業界を巡る情勢から生産基盤の強化が挙げら

れ，酪農乳業産業基盤強化対策が生産者の増産

意欲の喚起につながればとの動きは，正に日本の

デイリーの一体感が示されたものと感じました。

　現在，想定外の牛乳バカ売れが報道されてお

り，その要因は昨年10月20日放送の「たけし

の健康エンターテイメント：みんなの家庭医学

（テレビ朝日系）」や今年１月４日放送の「ため

してガッテン：（ＮＨＫ）」にあるとし，テレビ

の効果が大きいとされ12月26日〜１月１日で

の「牛乳類の販売状況」は，7.5％増。そして，

１月31日の総務省統計局発表の家計調査報告

（平成28年１月〜12月期）によると，１世帯あ

たり牛乳・乳製品の支出は前年比5.3％増とな

り，牛乳の支出は前年比0.5％増とあるものの，

乳製品支出は前年比9.1％と大幅増。特にヨー

グルトは前年比11.2％増と報告されて

います。

　ちなみに，「みんなの家庭の医学」は

牛乳に豊富に含まれるカルシウムが高

血圧の改善やがん予防，イライラの解

消に効果。「ためしてガッテン」では，

牛乳には痛風の原因となる尿酸を体外

に排泄する効果があるとして，１日コ

ップ一杯の飲用を勧めていました。

　又，２月６日発行のサンデー毎日で

は，１日１杯の牛乳が「認知症予防」

に効く。との記事は，糖尿病はアルツ

ハイマー型認知症の重要な危険因子。

となると，糖尿病予防となる牛乳は認

知症の発症を防ぐ効果がある。牛乳に

まつわる「気になる噂」として掲載さ

れました。

　今年に入っての牛乳・乳製品の家計

調査報告統計発表が気になるところで

あります。

茨城県牛乳普及協会　事務局長　市村　　章

牛乳・乳製品の「価値」へのアピール
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　以前にも報告しましたが，食育

基本法が制定されたのが，平成17

年７月。以来，毎月19日の「食育

の日」には水戸駅で県酪連職員と

共に牛乳ＰＲのチラシ配りを行い，

その行動もあって，そして，当時

の牛乳小売り価格の引き上げに伴

う消費の低迷打開として茨城県の

理解により，水戸駅南北通路に平

成22年３月８日ミルクスタンド「ミ

ルスタ」が県産牛乳ＰＲの場（広告

塔）としてオープンしました。

　ここで，チラシ配布の「いばらき

みるく時間」の内容を紹介いたしま

す。

VOL.１：・牛乳の主な成分・牛乳

のチカラ。

VOL.２：・運動不足と偏食で骨折

増加中・ 成長期におけ

る最大骨量の認識と骨

粗鬆の重要性。

VOL.３：・ロコモ予防は毎日の牛乳から・運

動を含めたカルシウムやタンパク質

の不足が要因。

VOL.４：・牛乳は食卓のベストパートナー・

牛乳で減塩「乳和食」で手軽に健康

生活。

VOL.５：・吸収率に注日してカルシウム摂取

を効率アップ（牛乳のカルシウム吸

収率の凄さ）。

　そして毎号，県産牛乳・乳製品取扱12社の

紹介を行い，「茨ちち」茨城県産牛乳使用（茨

城県内で生産された生乳100％を使用した牛

乳および茨城県内の乳業メーカーが加工した

乳製品を認証する新しいマークができました）

等々であります。

　前年比11.2％増と報告したヨーグルトについ

ての主な機能・効果についてを紹介いたします。

　・プリン体に作用する可能性・内臓脂肪を減

らす・ピロリ菌の抑制作用・悪玉菌を排菌・大

腸ガンなどの予防作用・インフルエンザ等の予

防作用・ノロウイルスが腸管細胞に付着するこ

とを防ぐ可能性がある・ストレス緩和，睡眠改

善・整腸作用，便秘改善，皮膚機能改善・ビフ

ィダス菌を継続的に補給・生きたままビフィダ

ス菌を大腸に調達させる等々の他・老化抑制作

用を有する乳酸菌等，様々な菌の種類や成分に

よっての商品名にあります。

　以上，最近の酪農乳業情勢を牛乳の「価値」

へのアピ−ルとして，そして，記載の事が牛乳

乳製品の更なる消費拡大につながるものとして

紹介，報告させていただきます。
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開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

14

和牛

♀ 60 922,320 521,640 761,796 282 2,702
♂ 0
去 75 1,168,560 543,240 911,074 304 2,997
計 135 1,168,560 521,640 844,728 294 2,871

経産 4 649,080 313,200 439,290 − −

F1
♀ 11 396,360 336,960 368,084 274 1,342
去 24 487,080 409,320 460,710 282 1,633
計 35 487,080 336,960 431,599 280 1,543

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

16 和牛

♀ 36 1,185,840 330,480 772,980 251 3,077
♂ 0
去 29 1,156,680 673,920 893,309 292 3,056
計 65 1,185,840 330,480 826,665 269 3,067

開催日 豚枝肉；日曜，祭日を除く毎日　　牛枝肉；毎週月曜日，木曜日

項目
畜種

上場頭数 卸売価格（枝肉1kg当たり単価・円） 屠畜頭数
頭数 平均重量（kg） 極上 上 中 並 外 平均 豚 牛

豚 14,220.0 78 .5 515 508 491 456 384 475 28,199 845.5
牛 頭数 平均重量（kg） 5 4 3 2 1 平均単価（円）

和
牛

A 143
174 469.7

2 ,897 2,659 2,399 1,512 −
2,632B 24 2,744 2,507 1,909 1,401 −

C 7 − − − 576 651

乳
牛

A −
197 328.5

− − − − −
513B 33 − − 756 632 522

C 164 − − − 568 436

交
雑
牛

A 13
101 504.0

2 ,079 1,953 1,781 1,011 −
1,676B 79 − 1,866 1,745 1,330 541

C 9 − 1,758 1,515 1,258 484

全農茨城県本部　子豚市場 全農茨城県本部　家畜市場

大子町畜産農業協同組合　大子家畜市場

茨城県家畜商業協同組合　茨城県中央家畜市場

全農茨城県本部　子豚市場

㈱茨城県中央食肉公社

子豚市場 牛市場

種豚オークション

食肉地方卸売市場

開催日 区  分 頭　数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重（kg）

11
一般子豚 77 22,248 13,932 20,238 50
ベビー豚 269 22,572 10,800 20,164 35

25
一般子豚 17 21,816 21,384 21,613 50
ベビー豚 252 22,248 1,404 18,474 35

開催日 5，9，15，19，25，29
畜種 年齢 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）

乳牛

スモール

♀ 3 226,800 1,080 85,680
♂ 160 120,960 1,080 79,265
去 0
計 163 226,800 1,080 79,383

子牛

♀ 1 280,800 280,800 280,800
♂ 0
去 0
計 1 280,800 280,800 280,800

F1

スモール

♀ 89 270,000 55,080 183,503
♂ 102 409,320 124,200 290,711
去 0
計 191 409,320 55,080 240,755

子牛

♀ 1 258,120 258,120 258,120
♂ 0
去 15 491,400 356,400 458,208
計 16 491,400 258,120 445,703

１歳
♀ 0
去 1 324,000 324,000 324,000
計 1 324,000 324,000 324,000

黒毛
和種

子牛

♀ 1 453,600 453,600 453,600
♂ 4 570,240 427,680 471,150
去 0
計 5 570,240 427,680 467,640

１歳
♀ 0
去 2 703,080 563,760 633,420
計 2 703,080 563,760 633,420

３歳
以上

♀ 5 669,600 153,360 497,160
去 0
計 5 669,600 153,360 497,160

平成29年１月市況

開催日 区分
Ｌ W D LW WL

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀

13

入場頭数 8 0 0 4 0 17 12 0
成立頭数 7 2 4 12
最高（円） 61,560 93,960 78,840 66,960
最低（円） 54,000 74,520 70,200 54,000
平均（円） 58,166 84,240 73,980 57,780

　（一社）日本養鶏協会は，鶏卵価格差補てん事業の今年１月の月間標準取引価格の
189円を下回る169円98銭になったことから，差額の９割に当たる17.118円を補てん
すると発表しました。補てんは昨年８月以来となります。

１月の鶏卵価格差補てんは 17 . 1 1 8 円

地 方 競 馬 場 外 発 売 日 程 「オフトひたちなか」ＴＥＬ：029-265-5800
※発売日程は，変更になることがあります。

日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30
曜　日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

オフトひたちなか 川　崎 船　橋 大　井 浦　和

2017年４月

2017年５月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31
曜　日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水

オフトひたちなか 船　橋 大　井 川　崎 大　井 浦　和
大　井

	 〇東京湾カップ	 〇羽田盃	 〇川崎マイラーズ	 〇大井記念	 〇さきたま杯
	 　　〇かしわ記念	 　　〇東京プリンセス賞

	 〇クラウンカップ	 〇マリーンカップ	 〇東京スプリント	 〇しらさぎ賞

※発売日程は，変更になることがあります。
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全農茨城県本部　子豚市場 全農茨城県本部　家畜市場

大子町畜産農業協同組合　大子家畜市場	

茨城県家畜商業協同組合　茨城県中央家畜市場

全農茨城県本部　子豚市場

㈱茨城県中央食肉公社

子豚市場 牛市場

食肉地方卸売市場

平成29年２月市況

新マルキン発動状況
期 支払方式 肉専用種 交雑種 乳用種

平成28年12月 確定単価 − − 61,100

平成28年11月
確定単価 − 6,200 51,500

概算払単価 − 2,200 47,500

平成28年10月
確定単価 − − 45,300

概算払単価 − − 41,300

（注）
　平成26年４月期の補塡金交付から，四半期の最終月以外については，補塡金を概算払いし，各四半期の最終月に確定単
価で精算払いをすることになりました。（配合飼料価格安定制度の見直しによる生産費用算出の関係によるもの。）
　また，平成26年４月から消費税抜きで算定されています。
○茨城県において補塡金交付額に見合う財源を確保できない場合，補塡金単価を減額することがあります。
◎算定基礎の詳しい情報は，（独）農畜産業振興機構HP（http://www.alic.go.jp）をご覧ください。

種豚オークション

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

14

和牛

♀ 42 997,920 453,600 774,129 285 2,720
♂ 1 616,680 616,680 616,680 250 2,467
去 62 1,149,120 551,880 952,560 317 3,010
計 105 1,149,120 453,600 877,989 303 2,897

経産 0

F1
♀ 10 390,960 369,360 382,752 288 1,329
去 24 495,720 370,440 453,105 282 1,607
計 34 495,720 369,360 432,413 284 1,524

開催日 畜種 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重
（kg）

kg当たり
単価（円）

和牛

♀

開催なし♂
去
計

開催日 豚枝肉；日曜，祭日を除く毎日　　牛枝肉；毎週月曜日，木曜日

項目
畜種

上場頭数 卸売価格（枝肉1kg当たり単価・円） 屠畜頭数
頭数 平均重量（kg） 極上 上 中 並 外 平均 豚 牛

豚 14,163.5 79 .0 573 526 510 472 390 490 26,336 654.0
牛 頭数 平均重量（kg） 5 4 3 2 1 平均単価（円）

和
牛

A 131
155 470.8

2 ,868 2,715 2,322 1,520 −
2,595B 20 2,493 2,376 1,634 1,232 867

C 4 − − − 486 531

乳
牛

A −
137 300.4

− − − − −
498B 8 − − − 650 421

C 129 − − − 567 455

交
雑
牛

A 6
132 510.4

2 ,052 1,892 1,695 1,640 −
1,435B 98 1,979 1,772 1,616 1,205 −

C 28 − 1,728 1,465 978 −

開催日 区  分 頭　数 最高（円） 最低（円） 平均（円） 平均体重（kg）

8
一般子豚 15 24,084 6,048 18,072 50
ベビー豚 223 26,352 12,852 23,006 35

22
一般子豚 51 23,976 19,872 21,950 50
ベビー豚 243 24,732 19,872 22,778 35

開催日 5，9，15，19，25
畜種 年齢 性別 頭数 最高（円） 最低（円） 平均（円）

乳牛

スモール

♀ 1 1,080 1,080 1,080
♂ 142 118,800 1,080 85,426
去 0
計 143 118,800 1,080 84,837

子牛

♀ 1 301,320 301,320 301,320
♂ 1 44,280 44,280 44,280
去 0
計 2 301,320 44,280 172,800

２歳
♀ 1 123,120 123,120 123,120
去 0
計 1 123,120 123,120 123,120

F1

スモール

♀ 77 270,000 75,600 184,357
♂ 78 382,320 1,080 276,148
去 0
計 155 382,320 1,080 230,549

子牛

♀ 3 324,000 162,000 257,400
♂ 1 22,680 22,680 22,680
去 16 467,640 292,680 450,900
計 20 467,640 22,680 400,464

黒毛
和種

子牛

♀ 0
♂ 4 594,000 540,000 557,280
去 0
計 4 594,000 540,000 557,280

３歳
以上

♀ 1 317,520 317,520 317,520
去 0
計 1 317,520 317,520 317,520

開催日 区分
Ｌ W D LW WL

♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♂ ♀ ♀
入場頭数

開催なし
成立頭数
最高（円）
最低（円）
平均（円）
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　毎年２月１日現在，対象家畜を飼養している方は家畜伝染病予防法に基づき家畜の
飼養衛生管理状況を報告する義務があります。平成29年も各種報告様式を最寄りの家畜
保健衛生所からお送りしますので，必ず提出してください。

【背景】
　平成22年度の宮崎県における口蹄疫や日本各地の高病原性鳥インフルエンザの発生状況などを
踏まえ，家畜伝染病の「発生の予防」，「早期の発見・通報」，「迅速・的確な初動防疫」に重点を
置いた防疫強化のため，平成23年4月家畜伝染病予防法が改正されました。この中で家畜飼養者が
遵守すべき飼養衛生管理基準が畜種毎に定められ，またそれらの状況について飼養者の報告義務が
定められました。

【定期報告書の概要】
　報告対象家畜　牛，水牛，鹿，馬，めん羊，山羊，豚，いのしし
　　　　　　　　鶏，あひる，うずら，きじ，だちょう，ほろほろ鳥，七面鳥
　提出書類　　　①定期報告書
　　　　　　　　②飼養衛生管理基準の遵守状況
　　　　　　　　③埋却用地の確保状況
　　　　　　　　④農場平面図（変更のある方のみ）
　　　　　　　　⑤担当獣医師，異常時の連絡体制（大規模農場のみ）
　提出期限　　　平成29年3月10日

　※記入方法など不明な点は，最寄りの家畜保健衛生所までお問合せください。

いばらきの高品質豚肉

茨城県銘柄豚振興会
事務局
〒311-3155　東茨城郡茨城町下土師1950
全国農業協同組合連合会　茨城県本部内
TEL ／0 2 9－ 2 9 2－ 8 0 0 4
FAX／0 2 9－ 2 9 2－ 7 7 4 3

公益社団法人 茨城県畜産協会
　TEL／029（231）7501　FAX／029（222）2032
○当協会に対する意見・要望
　　　　　Eメール info@ibaraki.lin.gr.jp
○本紙への掲載「催事・各種情報」
　　　　　Eメール chikusan@ibachiku.com
○ホームページ
　　　　　http://ibaraki.lin.gr.jp

　わたしたちは人と動物の
　「これから」を真剣に考えています

  　Ⓜ　森久保薬品株式会社
　　水戸市笠原町1538-4　TEL/029-241-3131

県内唯一の食肉地方卸売市場
茨城県中央食肉公社株式

会社

〒311-3155　茨城県東茨城郡茨城町大字下土師字高山1975
TEL／029（292）6 8 1 1 ㈹
FAX／029（292）6 8 9 5
H　P／http://ibaraki-kousha.co.jp/

代表取締役社長　角　田　芳　夫

豚枝肉（日曜・祭日等を除く毎日）
牛枝肉（毎週月・木曜日）市場開催日 {

定期報告書を提出しましょう！

県北家畜保健衛生所：電話029-225-3241　　鹿行家畜保健衛生所：電話0291-33-6134

県南家畜保健衛生所：電話029-822-8518　　県西家畜保健衛生所：電話0296-52-0345

《問合せ先》

農家の皆
様へ

茨城県県南家畜保健衛生所


